
■ポーランド・リトアニア：二国間の国際連系線、初の定期点検完了 

2016年 9月 21日の報道によると、ポーランドとリトアニア間の国際連系線（LitPol Link）

について、2016年 2月の営業運転開始以来初となるメンテナンス工事が 9月 17日に完了

した。本工事は年 1 回定例的に実施されるべきもので、送電を停止してサイリスタバルブ

などの設備の点検が行われた。LitPol Linkは両国を結ぶ容量 50万 kWの国際連系線で、

バルト 3 国の系統と欧州の系統とを接続する重要な送電線であるが、ポーランド側の送電

系統側の事情により平均して 22万 kW程度の利用にとどまっていたことが報じられている。

ただ、将来的には容量 100万 kWに引き上げることも検討されており、9月 16日の報道で

は追加ルートの検討なども含め、年内をめどに調査報告が出される見通しとされている。 


